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 要 旨   

背景：アルコール使用障害（AUD）の治療の期間のための臨床ガイドラインの勧告は、コ

ンセンサス決定に基づいている。実際は、我々はアルコール治療コースの最適治療持続期

間を知らない。 

方法：アルコール外来患者治療センターにおける心理社会的治療の無作為対照臨床試験

の系統的再調査とメタ回帰をする。対象となる集団は AUD で苦しんでいる成人から構成

され、少なくとも 2つのセッションで、外来患者施設で治療を受けていた。メタ回帰分析

は、研究の中での治療の継続期間と治療の結果で行われた。 

治療結果は、飲酒をしない日の割合（PDA）、大量に飲んでいる日の割合（PHD）、断酒を継

続した人の参加者のなかでの比率（ABS）と定義した。 

結果：48件の臨床研究で、8984人の参加が対象となった。治療の予定の継続は 

平均で 18（8-82）週であり、平均 14（2-36）セッションであった。実際に参加されたセ

ッションは平均 9 (1-26)セッションであった。 

平均追跡期間：平均追跡期間は 43（8-104）週であり、臨床評価は 6（2-18）週間であっ

た。予定された期間（週）も、セッションの長さも、週当たりのセッションの頻度も、実

際に参加されたセッション数も、いずれも長期間のアルコール摂取の結果に関係してい

なかった。しかしながら、研究評価の頻度は、PDAと PHDと明らかに関係していた。 

結論：外来患者における心理社会的治療の予定または実際の出席された継続期間は、長期

のアルコール摂取の結果に影響を与えていなかった。研究評価法と、それに対応する研究

プロジェクトは、アルコール摂取障害の心理社会的治療の研究で、結果に本来影響する可

能性がある。 
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